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Ⅰ 東北森林管理局について

１ 沿 革

１８６７年
(慶応３年)

１８６９年
(明治２年)

１８７４年
(明治７年)

１８７８年
(明治11年)

１８７９年
(明治12年)

１８８１年
(明治14年)

１８８６年
(明治19年)

１８８８年
(明治21年)

１８８９年～
(明治22年)

１８９３年
(明治26年)

１８９７年
(明治30年)

１９０３年
(明治36年)

１９１３年
(大正２年)

１９２４年
(大正13年)

１９４７年
(昭和22年)

１９７８年
(昭和53年)

１９９９年
(平成11年)

２００４年
(平成16年)

大政奉還

版籍奉還により、藩有林の多くは官林となる

地租改正の一環として定められた「山林原野等官民有区分処理法」により、
森林の所有者を明確にするための「官民有区分」開始

内務省地理局 秋田出張所 同 青森出張所

内務省山林局 秋田出張所 同 青森出張所

農商務省 秋田山林事務所 同 青森山林事務所

農商務省 秋田大林区署 同 青森大林区署 同 宮城大林区署

農商務省 秋田大林区署 同 青森大林区署 同 宮城大林区署

農商務省 秋田大林区署 同 青森大林区署 同 宮城大林区署

同 岩手大林区署

一部、御料局へ移管（宮城は御料地に編入）
（うち青森、岩手の一部は陸軍省へ）

農商務省 秋田大林区署 同 青森大林区署 同 宮城大林区署 同 岩手大林区署

※宮城へ統合

農商務省 秋田大林区署 同 青森大林区署 同 宮城大林区署

農商務省 秋田大林区署 同 青森大林区署

※青森へ統合

農商務省 秋田営林局 同 青森営林局

農林省林野局 秋田営林局（秋田、山形） 同 青森営林局（青森、岩手、宮城）

林政統一 農林省林野局が一元的に所管

農林水産省林野庁 秋田営林局 同 青森営林局

東北森林管理局 同 青森分局

東北森林管理局 （青森事務所）

国有林は明治維新の際に藩有林、社寺有林、所有不明林を継承して成立しました。
局管内には、日本三大美林の青森ヒバ林、秋田スギ林が分布しており、針葉樹林

と広葉樹林が広がっています。
国有林では、これまで一世紀半、何世代にも渡り、森林づくりを続けてきました。

明治27年 保安林取扱心得発令

明治30年 森林法制定

大正4年 保護林の設定

昭和26年 国有林野法制定

昭和39年 林業基本法制定

秋田杣子造材之図・伐木の図

青森大林区署

秋田大林区署

平成24年 国有林野管理経営法改正 平成30年 森林経営管理法制定 平成31年 森林環境税法制定

令和２年 森林組合法改正

昭和38年竣工(現在も使用)

※宮城を青森、山形を秋田へ統合

秋田営林局

明治41年竣工(現在は博物館)

青森営林局

明治33年竣工

平成11年 国有林野法改正（名称を国有林野管理経営法へ変更）

令和３年 公共建築物木材利用促進法改正(通称：都市の木造化推進法)
ま ち

１

令和元年 国有林野管理経営法改正



２ 組 織

林野庁

東北森林管理局

森林事務所(168)

治山事業所(6)

森林生態系保全センター
(津軽白神、藤里、朝日庄内)

森林技術・支援センター

総 務 課

総務グループ [福利厚生、経理、森林利用、財産管理]
業務グループ [国有林野の森林整備、林産物の収穫・

販売、林道、経営計画、森林環境教育]
治山グループ [治山、保安林管理]

広報、研修、文書管理、職員の人事、給与、手当災
害補償、健康安全、公務員宿舎、林野庁共済組合

企画調整課
企画、地方自治体等との連絡調整、局内の予算調
整、業務の会計監査、事務改善、PC等システムの
管理

経 理 課
経費及び収入の予算・決算、会計、債権管理、物
品の調達・管理、役務の調達、庁舎の営繕、防火
管理

計 画 課 森林計画の策定、野生動植物の保護管理、保護林、
生物多様性の保全、管内各種図面の調製・保管等

保 全 課
国有財産の管理、処分、境界の保全、森林病虫獣
害対策、官行造林契約、地域振興等を目的とした
貸付等

治 山 課 保安林、森林治水事業（荒廃山地の復旧・予防対策
等）、林野の保全に係る地すべり防止に関する事業

森林生態系保護地域の保全管理、自然再生活動、
森林環境教育、各種団体と連携した取組、情報発
信等

森林整備課 国有林野の造林、林道の開設・改良その他の森林
の整備、分収造林及び分収育林

資源活用課 持続的かつ計画的な供給のための国有林材の生産
・販売やそのための調査、木材情報の受発信等

技術普及課
森林・林業に関する知識の普及、技術開発、自然
再生及び民有林と連携した取組

国有林野を活用した試験地調査、研究機関と連携
した取組、研修及び検討会の企画運営

青森・岩手・宮城の３県における、地元関係者と
の連絡調整や森林管理署への技術指導等

担当する国有林野の管理と各種事業の
調査、監督、検査等

森林管理署等と分担した、担当区域の
治山事業（山地災害の防止、復旧等）

森林管理署・支署(24)

総務企画部

計画保全部

森林整備部

青森事務所

２



国有林の林種別面積（千ha）森林率※（％）森林面積（千ha）
県土面積
（千ha）区分

その他天然林人工林うち国有林うち国有林

2023913241%66%391633965 青森県

3119815525%77%3841,1691,528岩手県

9734417%57%126414728宮城県

2222014934%72%3908391,164秋田県

272666038%72%353669932山形県

10999654031%70%1,6453,7245,316計

◯ 青森県、岩手県、宮城県、秋田県及び山形県の５県にまたがる国有林野を管理経営
５県の県土面積532万haのうち、国有林の面積は約31%に当たる165万ha

◯青森ヒバの天然林が津軽・下北半島を中心に、秋田杉の天然林が秋田県北部を中心に分布し、
ブナ・ミズナラなどの天然広葉樹林は奥地脊梁山地などに広く分布

◯ 人工林の植林や間伐などの森林整備、スギ・カラマツ等の木材供給を通じた木材産業支援等で
地域振興に貢献

カラマツ人工林（三陸北部署）

海岸防災林（仙台署） 蔵王地域の樹氷（山形署）

白神山地のブナ林（米代西部署）

秋田杉天然林（上小阿仁支署）

３ 東北の国有林

〈森林資源の状況〉

出典：県土面積は、国土地理院「令和５年全国都道府県市区町村別面積調（10月１日時点）」
国有林面積及び民有林面積は、林野庁「森林資源の現況（令和４年３月31日現在）」
国有林の蓄積は、東北森林管理局「令和５年事業統計書（令和４年度版）」 ３

青森ヒバ天然林（青森署）

国有林の樹種別蓄積（千㎥）
区分

その他Lナラ類ブナその他Nアカマツヒバカラマツスギ

16,4542,05216,1291,4152,34213,3182,29520,653青森県

18,6693,14810,7161,6777,9136819,50810,392岩手県

6,4064796,3254482,580471,1014,925宮城県

14,2871,58414,5431,4346513602,20532,731秋田県

11,4841,89012,839805467751,20213,123山形県

67,3009,15360,5515,77913,95314,48116,31281,824計

(A) (B) (C) (B)/(A)×100 (C)/(A)×100

本表における国有林は林野庁所管のみを計上
※：県土面積に対する森林の割合


